
③公園新設

①特養
建設予定

本木一丁目

現在の本木一丁目中公園敷地に道路を整備し、

旧本木東小学校跡地の一部に公園を新設します。

隣接して、特別養護老人ホームを建設する予定です。

公園面積：約１，６５０㎡

公園施設：遊具、健康遊具、真砂土広場

トイレ、パーゴラ、ベンチ、植栽、

消防団倉庫（東京消防庁）

（資料３の基本設計案を参照）

また、計画地の外周の道路は６ｍに拡幅される予定です。

④外周道路拡幅

事業概要および事業スケジュール 資料１

⑤道路新設（現在の本木一丁目中公園敷地）

【事業スケジュール】

公園

特養

計画地の現況 N

写真撮影方向

※公園工事は特別養護老人ホームの工事が完了次第、着手する予定のため、
スケジュールが変更となる可能性がございます。

②消防団倉庫
工事
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テーマ：様々な年代が集える、
にぎわいと解放感のある公園

面 積：1,657.27ｍ² ◎アンケートの結果（近隣および本木小学校の４年生へ実施）
アンケートでは、新しい公園の利用の仕方、児童用遊具の種類、健康遊具の種類などをお聞きしま

した。みどりや憩いの場として利用したいとの意見が最も多い一方、健康づくりとしての利用、遊
具・広場の設置を望む意見も多く、様々な利用の仕方を考えている方が多いことがわかりました。
また、小学生の意見としては、複合遊具の設置と走り回ることのできる広場を期待する声が多い結

果となりました。

◎テーマについて
周辺は古くからの住宅地が広がり、親子連れでの利用が想定されるとともに、公園に隣接して特別養
護老人ホームの新設が予定されていることを踏まえて、様々な年代の方が集い、楽しめる公園を目指し
ました。

◆遊具広場 ◆真砂土広場

◆その他の主な整備

◆健康遊具

・アンケートで複合遊具が
１位となりました。
様々な遊びができて親しみ
をもってもらえるような遊
具を設置する予定です。

・遊具の下には、転倒時のけ
がを防ぐため、ゴムチップ
を敷きます。

・公園利用者の健康増進を図るため、
アンケートで上位のストレッチ系、
ひねり運動系の健康遊具を設置し
ます。

・子どもたちが走り回る
ことができる広場を整
備します。

・地域のイベントにも使
用できるよう、園路と
広場の間は段差をつけ
ないようにします。

・バリアフリー対応トイレ
・男女別の個室トイレ
・自転車置き場
・防犯カメラ（別途工事）
・消防団倉庫（消防工事）

◆パーゴラ

・日陰で子どもの見守りや休憩ができ
るよう、パーゴラを設置する予定で
す。

・車いすの方も利用可能な広いスペー
スを確保し、移動しやすいように舗
装します。

イメージ

イメージ

イメージ

   ひねり運動系
（アンケート２位）

車いすでの使用も可

   ストレッチ系
（アンケート１位）

※写真やイラストはイメージです。
今後、説明会でのご意見を踏まえながら、詳細な設計を進めます。

複合遊具
（アンケート１位）
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イメージ


